
（別紙３）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 26 （回答者数） 13

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・デジタルでのやり取りをの利便性を維持しつつ、送迎時な
どの短い時間でもコミュニケーションを意識的に行い、さら
に深い信頼関係を構築していく。

2

・引き続き、清潔な空間を維持しつつ、定期的に机や玩具の
配置を見直し、過ごしやすい環境を目指します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・利用者からのヒアリングも行い、取り入れながら固定化し
すぎないようにしていきます。

2

3

○事業所名 スマイルステップ小机

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動プログラムの固定化 利用者の安心感の為のルーティーンは重要ですが、利用者に
とって予測可能過ぎて退屈に感じられることがあると思われま
す。

・迅速で安心感のあるコミュニケーション ・HUGやLINE等のツールを活用して、保護者様が時間や場所
を問わずに利用者の様子を確認したり、相談できる環境を整え
ています。

・利用者が心身ともに安心して過ごせる環境づくり ・日々の清掃やおもちゃの消毒を徹底し、安全で清潔な空間を
維持しています。

事業所における自己評価総括表公表


